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 早いものでもう暦は 5月に突入しました。3連休と 4連休にはさまれた 3日間ですが、家族旅行等で

欠席しますというご家庭は特になく、登校した子供たちは授業時間も休み時間も元気に過ごしています。 

 

 さて、去る 4月 26日（金）に５・６年 

生が畑の畝作りをしました。今回は本校の 

PTA会員でもある六天の能澤喬之さん（の 

ざわ農場）と JA職員の皆さん計 4名が指 

導してくださいました。子供たちは「畑の 

先生」に教わりながら一生懸命作業をし、 

時間内に大きな畝を３列作りました。その 

後、放課後には手の空いた先生チームで黒いビニール（マルチ）をかけま 

した。子供と大人の共同作業と連携プレーで今年の畑の準備ができました。 

 大型連休後には天気の良い日にサツマイモの苗植えを行う予定です。ペ 

ア学年ごとのサツマイモ栽培は本校伝統の活動です。今から楽しみです。 

 農業のプロである能澤さんには「米作りの先生」として田植えや稲刈り 

でもお世話になります。引き続き子供たちのためにご指導のほどよろしく 

お願いいたします。 
 
本校伝統の３Kについて考えること その１「助け合う子」 
              昨年まで「１K：助け合う子」に続く言葉として 

             協力 勤労 とあったのですが、今年は 感謝 も 

             加えました。助け合っていろいろなことに取り組む 

             時に「ありがとう」と互いに感謝し、それを言葉や 

             態度で伝えることを大切にしたいと思ったからです。 

              子供たちの様子を見ていると、朝の集団登校に始 

まり、授業中の学び合い、給食や清掃の当番活動、 

休み時間の自由遊び等々、あらゆる時間に関わり合 

いの場面があり、それぞれの子がお互いのことを思 

いやりながら行動したり、協力し合って働いたりし 

ています。それを「当たり前」と思わず、「ありが 

とう」の言葉で伝えることができると、お互いの心 

がいっそうつながり合い、もっと幸せな毎日になっ 

ていくことでしょう。 

 時には「○○さんが～してくれない」と不満な気 

持ちが先に立つこともあります。人間ですから、つい自分本位にそう思ってしま 

うこと、私もよくあります･･･。でもそういうときほど「○○して当たり前」の 

ハードルを下げ、「これって本当はありがたい」ポイントを探し、意識して自分 

からその感謝の気持ちを伝えるように心がけています。まあ、なかなか簡単では 

ありませんが、いつか心のよい習慣になればと思っています。 
 
★読者の方から感想をいただきました 

 

 
 
ありがとうございます。学校だよりや各種おたよりでは伝えられない日常的な小ネタを中心にあれやこれや

とお伝えしていきます。ニッチなおたよりですが、これからもご愛読のほどよろしくお願いします。 

黒部市立村椿小学校 

文責：校長 寺島紀子 

令和６年５月２日 

第５号 

校長先生の気持ちがリアルに伝わってきて人柄が見えます。とても微笑ましくみさせていただいています。明る

い雰囲気作ってください。チーム一丸となって･･･というの、いいですね😁 応援しています。 （５年保護者） 
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4/26(金) １・２年生と３・４年生が遠足に行ってきました 
素晴らしいお天気のこの日、低学年は富山市ファミ 

リーパークへ、中学年は富山県美術館と県中央植物園 

へ行ってきました。HPもご覧ください。 

私はファミリーパークに同行しました。たくさんの 

動物を眺めたりちょっと触ったり、またお昼にはおい 

しいお弁当とおやつ、 

そしてアスレチック 

と、１・２年生は元 

気いっぱい！そして 

帰りのバスではうと 

うと･･･。けがや病 

気もなく、楽しい一 

日でした。 

シリーズ「教室におじゃまします」 4／25（木）５年体育の巻 
 大休憩の「GoGoつばきッズ」（3分間走）のあと、そのままグラウンドでの 

             体育の授業です。市の連体に向け、本格的に陸上競 

技に力を入れるシーズンです。山本千夏先生の指示 

を聞き、時間前から巻き尺を手に作業する子供たち 

             がいて頼もしく感じました。準備が整いスタート地 

             点に集合です。 

              大会に向けて 

             山本先生がフラ 

イング等の注意点を話し、スタートダッシュ 

の練習を、そしてその後、100m走の実測へ 

と移りました。子供たちは出席番号順に並び 

1本ずつ走りました。私はスタート合図の手 

伝いをしましたが、どの子も手を抜かず精一 

杯ゴールに向かって走っていきました。今回の記録が今後の練習でどれだけ縮むのか楽しみですね。 

 さて、ゴール地点で少し休憩した後、後半は走り幅跳びの練習でした。これもシーズン初とあって、ま

ずは砂場を皆で耕す（？）ところからスタート！ 実に働き者の５年生です。 

 これまでスポーツテスト等で立ち幅跳びしか 

してこなかった５年生にとって、走り幅跳びは 

未知の種目です。見よう見まねでトライしてい 

ましたが、「初めてにしてはよく跳べています 

ね」と山本先生の言葉がありました。これから 

１ヵ月のさらなる上達を期待しています。 

＜おまけのひとりごと＞ 以前、私が教頭時代によく音楽の授業を担当していた頃、確か５年生の音楽の教科書に「ありがとうの花」
という曲が入っていました。「ありがとうの花が咲くよ 君の街にもほらいつか ～」当時、子供たちはこの歌が大好きで、集会等で
も歌っていた記憶があります。今年度から教科書の内容が変わり、「ありがとうの花」は掲載されなくなりました。ちょっと残念です。 
ちなみにこの曲の作詞・作曲は平成の初め頃の「歌のおにいさん」坂田おさむさん！ これも懐かしいおまけのひとりごとです。 


